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1.はじめに 

韓国では食糧安保強化の政策としてイネ作から小麦・豆・米粉の中心とした生産・消費体系への転

換を目指している。このため、大規模の農地として利用が可能である干拓地に着目し、汎用技術

の開発及び実証を行なっている。干拓地の土壌は粘土含量が多く、加えて干拓初期には土壌

が分散しやすいナトリウムを多く含むために、排水性や通気性が極めて不良である。したが

って、物理性からみた干拓地土壌の熟畑化は、排水性を改善してナトリウムの溶脱と土壌の

乾燥を促進することが重要である。そこで本研究では干拓地の汎用化（畑地化）を目的とし、 

高効率な暗渠及び、低コストで施工ができる適用技術の開発など汎用化技術の高度化を進め

ている。本稿では、地下排水(水平マット＋排水暗渠工法)・地下かんがい(スマート地下かん

がいシステム)に加え、低コストで設置できる施工法について報告する。 

2.高効率な暗渠 

2−1.地下排水・かんがいシステム 

(地下排水)水平マット＋排水暗渠工法は、より地下水排出の効率を高めるため、有孔管の上

にマットを水平に設置し、土壌水分の吸収できる断面の広さを最大化させ、地下水の排出量

をより多くする技術である。土壌粒子浸透防止のフィルターとして活用もできる。また、地

表残留水を速やかに排出できるよう工夫された 地表排水兼用暗渠の開発も進めている。 

 

表⒈暗渠方式別特徴及びその詳細 

掘削方式 掘削式地下排水暗渠 
非削式地下排水暗渠 

水平マット付 地表排水兼用 

暗渠形式 

   

施工方式 

   
暗渠間隔(m) 10 5 5 

単位排水量(mm/day) 20.2 32.8 34.6 

費用(万円/ha) 400 240 280 

 

 

(地下かんがい) 干拓地土壌の透水性の良否に対応する高効率の暗渠(透水性が低い＝水平マ

ット付き暗渠、 透水性が高い＝遮水シート付き暗渠)を設置し、自動水位計とのセンシング

で地下水位調節が自動で制御できるスマート地下かんがいシステムを導入した。 
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地下水位調節型、 

「スマート地下かんがいシステム」 

 
透水性が低い干拓地の場合、 

「水平マット付き暗渠」 

 
透水性が高い干拓地の場合、 

「遮水シート付き暗渠」 

図1. スマート地下かんがいシステム 

3.低コストな非掘削式施工法 

より低価格で簡単に設置できる非掘削式暗渠の施工法を開発した。有孔管と水平マットある

いは有孔管と遮水シート(開発中) を重ね、バックホーのアームに装着した掘削の刃によって

形成された空間に設置できる施工方式である。本施工法の開発によって施工時間及び施工費

の節約ができる。 

 

 

→ 

 

→ 

   
図2.低コストの非掘削式暗渠の構成及び施工法 

4.干拓地での実証研究の結果 

2021年10月から2023年12月まで基盤造成と栽培試験を並行して現場実証研究を行った。 その

結果、小麦は約390kg/10aで、一般畑（400kg/10a）と比較してやく93％の収穫量を達成し、

その可能性を確認した。今後、本研究から開発した低コスト・高効率の暗渠を用いて干拓地

の汎用化を進め、作物栽培の活性化を図るとともに、大規模な食糧作物生産基地として干拓

農地が活用できるように汎用化技術の高度化を進める予定である。 
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